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協
議
員
会
は
今 

 

４
～
６
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

自
立(

律)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
取
組
内
容
と
予
算

に
つ
い
て 

・
広
報
誌
「
辻
川
だ
よ
り
」
作
成 

・
伝
統
継
承
行
事(

民
俗
学
の
夕
べ) 

・
自
主
防
災
訓
練
実
施
継
続
と
感
染 

症
対
策
研
修
会 

・
辻
川
山 

ふ
れ
あ
い
里
山
緑
化
事
業 

② 

法
人
化
に
向
け
て 

 

原
案
検
証
と
臨
時
総
会
等
の 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

③ 

辻
川
山
公
園
周
辺
の
清
掃 

④ 

溝
普
請
、
雲
津
川
清
掃
の
実
施 

⑤ 

民
俗
学
の
夕
べ
の
実
施
に
つ

い
て
検
討 →

 

中
止 

⑥ 

人
権
学
習
＆
青
少
年
健
全
育

成
研
修
会 

 

７
月
１
７
日(

金)→
 

延
期 

⑦ 
町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦 

８
月
２
日(

日) 

午
前
７
時
～ 

 

熱
中
症
対
策
で
、
今
回
、
開
始
時 

刻
を
早
め
に
設
定
し
て
い
ま
す
。 

⑧ 

登
記
所
跡 

防
災
倉
庫
片
付
け 

⑨ 

そ
の
他
報
告
事
項 

・
登
記
所
跡
の
楠
木
の
枝
の
伐
採 

・
屋
台
梵
天
修
理 

・
警
鐘
台
塗
装 

・
公
民
館
玄
関
ド
ア
改
修
工
事
予
定 

 

・
神
積
寺
仁
王
門
改
修
起
工
式 

  

当
面
の
予
定 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
多
く
の
行
事
が
中
止
や
延
期
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

７
／
４(

土) 

隣
保
長
・
各
種
団
体 

役
員
会
議→

 

中
止 

７
／
１
７(

金) 
 
 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
自
治
会

研
修
会→

 

延
期 

８
／
２(

日) 

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン 

作
戦 

午
前
７
時
～ 

８
／
８(

土) 

民
俗
学
の
夕
べ 

及 

 
 

 
 

び
灯
籠
飾
り→

 

中
止 

８
月
中
旬 

自
治
会
対
抗
親
善 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会→

 

中
止 

９
月
中
旬 

隣
保
長
各
種
団
体
会
議 

 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

◇
７
月
５
日(

日) 

夏
え
び
す 

 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓(

は
ら)

い
。
一
戸
あ
た
り
賽
銭
２
０
０
円

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

◇
７
月
１
２
日(

日) 

夏
ま
つ
り 

 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓
い
。
井
ノ

口
と
一
緒
に
神
事
を
執
り
行
い

ま
す
。 

皆
様
、
ど
う
ぞ
お
詣
り
下
さ
い
。 

［
宮
当
番 

一
隣
保 

松
岡
］ 

    

事
業
報
告 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
例
年
実
施
さ
れ
て
い
た
行
事
が

次
々
と
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

◆
４
月
４
日(

土) 

辻
川
界
隈
展 

福
崎
町
主
宰
の
民
俗
辻
広
場
ま

つ
り
に
併
せ
て
開
催
予
定
だ
っ
た

「
辻
川
界
隈
ま
る
ご
と
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」→

 

中
止 

◆
４
月
４
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

→
 

中
止 

◆
４
月
２
９
日
（
祝
・
水
） 

第
２
回
辻
川
グ
ラ
ン
ド
大
会 

 

３
世
代
交
流
等
を
テ
ー
マ
に
町

民
第
１
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
予
定
で

し
た
。 

 →
 

中
止 

 

福
崎
町
の
以
下
の
主
だ
っ
た
行

事
も
中
止
が
決
定
し
て
い
ま
す
。 

◆
民
俗
辻
広
場
ま
つ
り 

◆
子
供
会
球
技
大
会 

◆
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会 

◆
山
桃
忌 

 

◆
福
崎
夏
ま
つ
り 

◆
自
治
会
対
抗
親
善
ソ
フ
ト 

ボ
ー
ル
大
会 
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「 

自
粛
と
二
重
対
策
・
・
・
」 

区
長 

鈴 

木 

健 

文 

 

い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
ま
す
が
、
辻
川
区
の

皆
さ
ん
は
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、

春
以
降
全
て
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
・
各
会
議
を
自

粛
要
請
の
為
、
中
止
を
決
断
い
た
し
ま
し
た
。
辻

川
区
に
お
い
て
も
恒
例
の
「
辻
川
界
隈
展
」
「
第

２
回
グ
ラ
ン
ド
大
会
」
そ
し
て
、
８
月
に
開
催
の

「
民
俗
学
の
夕
べ
」
が
中
止
と
な
り
、
７
月
の
「
人

権
・
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会
」
も
延
期
と
な
り

ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ふ

れ
あ
い
の
場
で
あ
る
数
々
の
行
事
が
中
止
と
な

り
、
子
供
た
ち
も
長
期
の
休
校
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
不
安
と
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
な
が
ら
も

皆
さ
ん
の
自
粛
と
対
策
に
取
り
組
む
姿
勢
に
よ

り
、
辻
川
区
に
お
い
て
は
何
事
も
な
く
無
事
過
ご

せ
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
第
２
波
、
第
３
波
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
今
後

も
油
断
せ
ず
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
遵
守
し
、

外
出
時
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
、
密
閉
・
密
集
・
密

接
を
避
け
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
消
毒
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。 

 

既
に
連
日
３
０
℃
を
超
え
る
真
夏
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
い
つ
も
の
夏
と
は
違
い
子

供
た
ち
も
夏
休
み
が
９
日
間
に
短
縮
さ
れ
真
夏

の
経
験
の
な
い
登
校
と
な
り
ま
す
。
長
期
の
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
大
人
も
子
供
も
体
力
が
落
ち
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
「
感
染
症
」
と
共

に
「
熱
中
症
」
の
二
重
苦
に
直
面
し
ま
す
。
こ
ま

め
な
水
分
補
給
、
十
分
な
睡
眠
と
食
事
を
と
り
、

無
理
を
し
な
い
万
全
な
「
熱
中
症
対
策
」
を
た
て

て
元
気
に
こ
の
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

第５回全国妖怪造形 

コンテストの新妖怪 

辻川山公園に登場 

枝の伐採を 

終えた楠木 
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◆
隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

(

４
／
４)
に
予
定
し
て
い
た
内
容 

① 

「
大
庄
屋
三
木
家
＆
旧
辻
川
郵

便
局
」
宿
泊
施
設
等
の
説
明
会 

② 

今
年
度
の
「
自
立
の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
」
の
提
案
依
頼 

③ 

「
第
２
回
辻
川
グ
ラ
ン
ド
大
会
」

に
つ
い
て 

→
 

中
止 

④ 

溝
普
請
に
つ
い
て
の
説
明 

⑤ 

辻
川
区
内
の
回
覧
・
配
布
物 

   

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
ま
で
に
区
長
宅
に 

⑥ 

広
報
誌
「
辻
川
だ
よ
り
」 

第
５
３
号
発
行 

⑦ 

各
団
体
新
役
員
の
紹
介 

老 

人 

会 

第
一
ク
ラ
ブ
会
長 

上
延
英
一 

第
二
ク
ラ
ブ
会
長 

上
延
博
昭 

会
計 

髙
井
紳
一 

女 

性 

部 

会
長 

岩
﨑
絹
代 

 

副
会
長 

犬
塚
三
知
子
、 

会
計 

飼
谷
歩
美 

商
工
部
会 

会
長 

植
田
弘
造
、 

副
会
長 

埴
岡
政
秀
、
松
井
隆
、 

会
計 

松
岡
豊 

農
業
部
会 

会
長 

上
延
英
一 

  

副
会
長 

内
藤
隆
夫
、
会
計 

鈴
木
和
満 

消 

防 

団 

分
団
長 

藤
本
武
尊 

 

副
分
団
長 

村
井
宏
行
、
内
藤
大
智 

青 

年 

団 

団
長 

松
岡
虎
汰
朗 

副
団
長 

多
田
海
斗
、
藤
原
駿 

小
学
Ｐ
Ｔ
Ａ 

会
長 

浅
井
信
人
、 

副
会
長 

田
中
小
百
合
、
会
計 

荒
瀬
健
児

書
記 

岡
本
壮
平 

中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ 

会
長 

松
岡
美
由
紀 

副
会
長 

川
端
祐
介
、
会
計 

朝
倉
進 

◆
「
辻
川
」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト 

 

辻
川
山
公
園
に
設
置
予
定
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作
工
房
を
、
２
月

１
１
日
（
祝
・
火
）
に
協
議
員
で
訪

ね
ま
し
た
。
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、

「
銀
の
馬
車
道
・
鉱
石
の
道
」
に
ち

な
ん
だ
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
で
、
テ
ー
マ
は
「
辻
川
」
だ
そ
う

で
す
。
制
作
者
は
、
彫
刻
家
の
牛
尾

啓
三
氏
で
、
制
作
場
所
は
、
加
西
市

に
あ
る
牛
尾
氏
の
ア
ト
リ
エ
で
す
。

ア
ト
リ
エ
と
い
っ
て
も
、
岩
肌
の
む

き
出
し
た
岩
山
の
広
大
な
山
裾
で
、

岩
山
ご
と
が
工
房
だ
そ
う
で
す
。 

完
成
間
近
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

牛
尾
氏
か
ら
直
々
に
説
明
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
鉱
石

を
運
ん
だ
馬
車
の
車
輪
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
も
の
で
、
辻
川
の
「
辻
」

で
道
が
交
わ
っ
て
い
る
様
も
重
ね

合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
車
輪
か
ら
突
き

出
し
た
「
十
文
字
」
の
角
度
が
、
や

や
斜
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
回 

         

転
す
る
よ
う
な
動
き
の
あ
る
作
品

と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
辻
川
山

公
園
に
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
４
月
に
除
幕
式
等
が
計
画
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
、
セ
レ
モ
ニ
ー
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
辻
川
山
公
園
の
南
の
ロ

ー
タ
リ
ー
の
東
側
に
設
置
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
た
、
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。 

      

◆
「
大
庄
屋
三
木
家
＆
旧
辻
川
郵

便
局
」
宿
泊
施
設
等
の
説
明
会 

(

株)

Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ(

ペ
イ
ジ)

、(

株)

レ
ッ
ク 

４
月
４
日
（
土
）
の
隣
保
長
・
各

種
団
体
役
員
会
議
の
中
で
実
施
予

定
で
し
た
が
、
会
議
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
協
議
員
を
中
心

に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

大
庄
屋
三
木
家
の
副
屋
を
活
用 

し
、
宿
泊
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ウ
ェ
デ 

ィ
ン
グ
な
ど
の
複
合
型
ホ
テ
ル
と 

し
て
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
い
る 

と
の
こ
と
で
し
た
。
当
初
の
予
定
は
、 

５
月
オ
ー
プ
ン
で
し
た
が
、
現
時
点 

で
は
、
１
１
月
の
予
定
の
よ
う
で
す
。 

◆
５
月
２
４
日
（
日
）
溝
普
請 

「
田
植
え
」
前
に
、
区
民
総
出
で

溝
普
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
マ
ス
ク
を
つ
け
て

の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
朝
か
ら
夏

を
感
じ
さ
せ
る
暑
さ
の
中
で
し
た

が
、
街
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
協
議
員

と
有
志
に
よ
る
雲
津
川
清
掃
も
行

わ
れ
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

      

◆
６
月
２
０
日
（
土
） 

辻
川
山
公
園
周
辺
の
清
掃 

 

天
候
不
良
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
何
度
か
延
期
に
な

っ
て
い
た
清
掃
活
動
を
久
し
ぶ
り

に
行
い
ま
し
た
。
溝
普
請
と
同
様
に
、

マ
ス
ク
を
つ
け
て
の
作
業
と
な
り

ま
し
た
が
、
４
０
名
を
超
え
る
多
く

の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
４
ブ
ロ
ッ

ク
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
の
で
、
次

回
は
、
５
ブ
ロ
ッ
ク
中
心
で
実
施
予

定
を
し
て
い
ま 

す
。
ご
協
力
を 

よ
ろ
し
く
お
願 

い
し
ま
す
。 

郷
土
の
偉
人
紹
介 

 

４
月
１
７
日
（
金
）
の
読
売
新
聞

に
、
世
界
初
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
テ
レ
ホ

ン
（
今
で
言
う
携
帯
電
話
）
の
開
発

者
で
あ
る
伊
藤
貞
男
さ
ん(

８
５

歳)

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

田
原
小
学
校
の
学
校
だ
よ
り
に
も

載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
誌
で
も
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

現
在
の
携
帯
電
話
の
前
身
と
な

る
ワ
イ
ヤ
レ
ス
テ
レ
ホ
ン
は
、
５
０

年
前
の
大
阪
万
博
で
初
公
開
さ
れ
、

世
界
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
旧
電
電
公

社(

現
Ｎ
Ｔ
Ｔ)

の
開
発
部
門
に
お

ら
れ
た
伊
藤
さ
ん
が
、
こ
の
開
発
に

あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な

簡
単
に
持
ち
運
べ
る 

小
型
軽
量
化
を
実
現 

さ
れ
ま
し
た
。
万
博 

の
期
間
中
、
６
５
万
人
も
の
人
々
が
、

未
来
の
電
話
を
体
感
し
ま
し
た
。 

伊
藤
さ
ん
は
、
辻
川
区
の
出
身
で
、

墓
参
り
等
で
年
に
何
度
か
は
も
ど

っ
て
こ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。 

 

編
集
後
記 

 

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
な
ど
と
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の

物
理
的
な
距
離
は
と
っ
て
も
、
心
の

距
離
が
離
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。［
吉
田
］ 
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